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星　　　名 赤　　　経 赤　　　緯 9
h　　　　　InTPyxidis 9　　　0．5 ＿310　　59’ 110
ηCarinae 10　　412 ＿59　　10 0
RS　Oph 17　　44．8 ＿6　　41 10
PCyg 20　　141 十37　　43 1
ZAlld 23　　28．9 十48　　16 12
　盤吹にこの一つ一つの星に試して説明する．
　L）T．Pyxidisはこの群の中の最もよい例である．此の星は普通青墨光
度で13等一14等級で一定或はこ’〈僅：の明滅を示して居る．然るに1890年ε
1902年は急に血書光度7．5等まで上昇して再び又元の光度に脇ってしまっ
た．この事は叉1920年にも起つナこが此の度は前二回よりも明くなった．此
の星の光度曲線をShapleyによりて引くε（P．A，S．P．33，　P．185）次囲の
様である．
　1920年の極大光の時にW．S．　AdamsミAH．　Joyの二人はウィルソン山
の百吋望遠鏡で星のスペクトルを聴唖にごつた．その結果は新星のそれε
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノごンド全く同様のもであった（P．A．28　p．514）水素線が廣い帯の形で表はれ，
紫の側には水素の多くのKomponentに分れた吸牧帯が表はれて居た．．そ
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　　　　第1圖TPYxsdis　e申虞必良幽線
の他に鐵ミかその他の元素のスパーク線の弱い輝線幣並びにO，Nの合成
した吸牧線を示しナこ．之のスペクトルは1918年に表はれた鷲座新星の獲見
直10日に取られたスペクトルの爲眞ミ非常な共通馳を示して居る．この星
のスペクトルに關してはM．L．　Humason（PA．SP．32　P．200）もHct線
が非常に強く表はれた事を記載して居る．
　かくも良くスペクトルが新星に似て居りながら，新星ε考へる事の出來
ない鮎は圖にも示した檬に，30年内に三度も殆さ明さの極大光にまで達し
て居るからである．多分UGem．　i型星に入れられるものかも知れない，
　2．）ηCarinae此の星は又別にアルゴの’a星ミも言はれるもので，前の
星Sは全然趣を異にして居るが，新星ミの類似鮎は有って居る．古い時代
の記録によるS
　　　　　17世紀の終りでlt　　　3m－4n・
　　　　　18世紀の中頃でit　　　　2m－3m
　　　　　1811一一．1815　　　　　　　　　　　　約4m
　　　　　I811＿23　　　　　　　　　　　確ヵ、［：二2m
　　　　　l827　lm　1829年には少しく滅光し，1834－1837に於てはlkn－2mであっナこ．1837年
の終りには非常に明かった，1902年までの光度曲線の圖によるε，最も上
るかっナこのは1843年の始めであっt．それ以來漸次減光し1895年三月から
1920年までの光度はCannonによるざ不愛であった．（爲眞光度8．3m）
（？．A，28　p．524）極大光の附近の光度攣化ミいひ，減光歌態に於ける光度
二化ミいひ，共に非常にゆるやかである．
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　スペクDレは最近色々ミしらべられた．D．　Gillは1899年の窮眞（M．N．61，
APP．　P．66）から1891年の新星半音のT星に類似鮎がある事ε結論し，叉
AJ、　Cannonは上に述べた新星こ同様敷多くの明るい帯，殊にF5型のスペク
Pレの吸牧スペクトルを見出した〔H：．C．59．（1901）H，A．28．　P．175（1901）；
76．P．36，（1916）〕．而して此の星のヌペクDレは愛fヒするミいふこεを結
論した．なほJ・H・MooreεRE　Sanford）は〔L・B・8・P・55＆・134（1914
．＿P5）〕深くしらべて1912一一1914年までのスペクトルは本質的には輝線から
成り，一部分はFe，　Ti　Crのスパーク線がある事を見た．水素の輝線は多分
は二重になって居る．吸状線は決定されない．Cannon（P．A．28，　P．524，19
20）は1892年から1893年までの爲眞板上には暗線を認め得るも1895年以後
は認め得なかった事をのべて居る．1894年から1895年までの星が減光下弓
にあった間，そのスペクトルは攣化した襟に思はれる．
　此の星のスペクトルに關してはなほF．E．　Baxandall〔M．N，79，　P．619
（lg19）），　J．　Lunt　CM．N．　79　P．　6｛21　（1919））　W．M．　Worsseli　CUnion　Circ．　46
（1919）），　C．D．　Perrine　（P．A．9．　．P．　38　P．　117），　P．　D．”tvidovich　（1－1．B，　837　（lg
26）〕の報告を参照すればよい．
　nCar．は新星に比較するこ上の様にかなり類似鮎を見出す．しかし亦異
なつナこ黙をも下見する．GuL．は不規則攣光星の中に入れて居る．面白い
事は此の星は大きな不規則な星雲の中に横はつて居るξいふ事である．
　3．）R．s．　ophiuchi普通は爲眞光度で，11等ミ13等の間の：不規則な光度曲
線を示して居る．1898年の六月には突然に89等まで上昇し，その後1903年
に再びL）L前よりは弱い極大に蓬しt．1898年七月に於けるXベクトルは19
03年双子座新星1のある相に於けるSそれご似た鮎を有して居る．ドレーパ
ー型録ではその當時のスペクトルごしてOcpミ記載されて居る．　Picker1ng
は舵遣ひ新星3S命名したほさである．　CuLでは不規則攣光星ミ考へられ
て居る。此の星こ同檬のスペクトルをもつものにCI　Cyg．，　Y　Cor．　Aus．か
ある．然し我々は未だ後者二二つの光度愛化については明に何も知って居な
い．が無定形星雲の附近に表はれて居ろεいふこミは注意すべき事である・
4．）P．Cygni＝1600年0）白鳥狩1星1．此の星は普通に叉GuL　O）c11でも新
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星Eして考へられて居るが所謂「新星」εは異なるからしてこの型の攣光星
ミして取扱ふのが便利である．1600年から1606年までは約3等級であった．
それから減光して1626年には肉眼には見へなくなった．1665年再び見え始
め，1657－1659年には3等（3，5mRD．）であったが，急に減光して1662一一一
1682年までは微光星εして辛じて見へて居たが，ぢきに見へなくなった．
それから再び塘光し始めて1715年から52mP．Dεして観測せられ，その
後1781－178・年までは約一諮ナ・1搦かつナ・けれεも・その他1よ細ま
で以前の光度を保って居る．光度曲線の形は少くξも通常新星εいはれも
のε異にして居る．スペクトルについていふミ新ドレー2N“・・一型録にはBiP
εして記されて居りHざHeの輝線並びに暗線によりて特長づけられる・
新星の揚合に於ける様に暗線は輝線の紫の側にある．スペクトルに關して
は主ミしてハーバード天文肇〔H．A．28，101，　Remark　l　96（1897）〕リック天
文皇でP．W，　Merrill〔L．B，6，156（1911）；8，24（1913）〕によりて研究されナこ．
　P．Cygniε同じ様なスペクトルをもつも他の攣光星εしてS．　DQr〔H．B．
814（1925）〕，AG　Peg．〔Lundmark　A．N．213，　P．93（1921）；なほA．N．
224S，146（1925）；を比較せよ，H．B．762（1922）〕，　AGCar．〔H．A．56，
183（1912）〕；かあるが，それらの光度曲線については殆さ知らない．攣
光星か否かは知らないが此等ε同様のスペクトルをもつた星がまだ外にあ
る．〔H．A．76，31（1916）；HB，801（1924）〕
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　5．）Z．Andr6medae此は攣光星の他の型には入れる事は出來ないがさう
かε言って此のクラスに入れる事も鯨り思はしくない．1887－1910年まで
の爲眞光度曲線はH・C．168に與へられて居る．それによるε1901年に極
大光9．lmに達した．1911年から1923年までの光度曲線は第二圖にかxけ
る1901年よりは明るい三つの殆さ同じ位の極大光を示して居る．スペクト
ルはCannonによるε新星に似て居る〔H．C．168（1911）〕〔H．A．76．27
（19．　16）〕H．H　PIaskett〔P．　A・31，P，658（1923）〕　によるこ輝線をもつナこ
A型のスペクDレを示し，：此の中には星雲線が認められる．夫故にPlaskett
は星を取り園んで星雲状のものがあるε考ヘナこ．ZAndromedaeミ同じ
様なスペクトルを示す星は新ドtZ・一一バー型録によるミSY　Muscaeが卸ち
それである．この星については未だ我々は何等光度曲線について知る所が
ない．なほ，H．B．826（1925）による1三CM　Aquilaeもさうである．此
の星は1914年こ1925年に於ては通常よりもPu乃至は2mも明かつte．
　なほ新星類似の攣光星NSして我々は次の星を多分藪へ上：ける事が出來る
　　ZGem．　光度攣化についてはこrく僅かしか判ってみない．
　　RX　Pup．以前はR三冠型ε考へられてるたが近頃ではShapley
　　　　〔P．A．S．P，33　P．192（1921）〕はこの型の星εして取扱って居る．
　　RY　Sct．　多分此の型1；ぞくするミ思はれる．　P．W．　Merriliによるε
　　　　〔P，A．S．P．34　P，134　u．295（1622）〕スペクトルはBp型でH，
　　　　He並びに明い星曇線のλ4658がある．光度曲線については何も
　　　　知られておらない，
　　DH　Car．　E。　Hertzsprung〔B．A．N．2P．87（1924）〕は一・度非常に短
　　　　い約30分より少し多くの時間で1．8mばかり塘光を観測した．後1．3
　　　　時間で再び一等級の光輝を失った．今の我々の知識では之が此の
　　　　型にぞくするものか否かは決定出來ない．これにぞくさないミす
　　　　れば眞正の新星か或は双子U型の星であらう，之の星ほS“急に
　　　　は増光しなかつナこがHertzspruDg〔B．A．N．2，　P．209（1925）〕の観
　　　　測したEP　Car．もDH　Car．ざ同檬の星である．
　＄　新星類似の攣光星の一般的性質
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　上にのべた様にスペクi’ルの黒占に關しては新星s似ナこ多くの鮎を有して
居る．光度曲線の黒占については鯨り似ないものもあるが又可なり相似1・占を
示すものもない事はない．例へば1891年の新星駁者丁1887年の新星ペル
セイ1，1919年の新星鷲座4は大分に長く乞いた極大をもつて居ナこ．蛇澄
ひ新星は三重の極大に話しナこ事があり，蛇邉ひ新星4は二重の極大に淫し
て居る（この二つの新星の光度曲線はShapleyの研究の中に引かれてあ
る．（P．A．S．P．　Vo〕，331921，185）射手新星5は普通14等星であったが19．　19年
に7等まで磨直した．然し1901年には11等級になって居た．
　第一表に示した様に此の型の変光星も新星ミ同様銀河の近くに表はれ到
る，而して星雲に關係あるものが少からずある．以上の鮎は何れも新星ミ
容接な關係がある事を示すものである．從って光度攣化の原因も恐らくは
新星ε同一の老，のであるミ考へ得る．然し新星に關する十分なる読明が現
在では與へられてるないからして此の種の攣光星に關しても之以上何等知
る手がかりを我々は持たない．星辰進化の道程から言って恐らくは新星ご
或る種の不規則攣光星ミの間の橋渡しをするものであらうNS思はれる．
　　　　　　　　　　　黄道光の大攣動
　去る十一一月三日早朝，午前四時から五時までの間で，大分縣の輻霊感ミ，
澗山縣の荒木氏εが，偶々黄道光の同時親測をやられたが，其の時，爾氏
ミも，立派な黄道光の形や明るさが，僅々撒十分間の間に憂化した事實を
認められナこ．（詳しくは京大ブレテンを見られよ，）曲れは中々珍らしい事
件であって，叉，宇宙の構造を考へる上に好参考εなるものである．此の
頃から，太陽黒鮎が異常な汗動を始めたこSも面白い噌合である．
